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設 備 の 増 強 に 関 す る お 知 ら せ 
 

 
当社は、ネットワークシステム事業において、今後の需要増加に伴う処理容量の増加に対応するため、データセンター

の設備を増強することをお知らせいたします。 
 

記 
【増強の内容】 

・アプリケーション・サーバー 
・データベース・サーバー 
今回の増強により現在と比較し、パフォーマンスだけでなく対応ユーザー数につきましても約 3倍になります。 

 

【投資額】 
約 7,300万円 

 

【増強の完了時期】 
  平成 16年 4月 

 

【増強の背景】 
医薬分業率は 50％を超え、医薬分業は着実に進んでいるものの、平成 14年、15 年の医療制度改正により調剤薬
局業界全体に厳しい状況となってきており、調剤薬局の業務は、一層の合理化を求められております。そのような状

況の中、当社としましては、他社製品との差別化並びに調剤薬局業務の合理化の手段としましてネットワークシステ

ム事業の推進を行ってまいりました。 
ネットワークシステム事業におきましては、上半期に設備を増強し、ユーザー数の増加に対応してまいりました。

下半期に入りましても順調にユーザー数が増加し、今後さらに調剤薬局情報共有化システム「ＮＥＴ－α」の大型チ

ェーン薬局への導入も控えており、引き続きネットワークシステムの需要の増加が見込まれ、データ処理容量の向上

だけでなくパフォーマンスの向上の必要性が高まり、設備の増強に至りました。 
今後につきましても、調剤薬局支援システム「ＮＥＴ－Ｒｅｃｅｐｔｙ」、平成 15年 12月にリリースした携帯端
末における医薬・患者情報閲覧サービス「Ｍｏｂｉｌｉｔｙ」を拡販し、今後のユーザー数の増加に備え設備を増強

することにより、顧客満足の向上に努めてまいります。 
 

【売上高等への影響】 
設備の増強は平成 16年 4月となり、平成 16年 3月期の業績には影響はありません。また、平成 17年 3月期の業

績につきましても、運用業務等の合理化を検討しており、業績に与える影響を抑えてまいります。 
 

 ≪参考≫ 
  ＡＳＰサービス累積ライセンス数 

 ･･･ 平成 14年 9月 18ライセンス、平成 15年 3月 155ライセンス、平成 15年 9月 287ライセンス 
 

以  上 


